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Ⅰ は じ め に
フランスにおいては，EU（ヨーロッパ連合）で指定されている IFRS（国際














































































連結売却損益（plus ou moins-value de cession）は，株式の売却日（移転日）
までの損益，のれん未償却額および連結自己資本に計上されている企業集団持
分である換算差額（écart de conversion）（為替換算調整勘定）を含む，株式を































































































業の純損益に対する企業集団持分」（Quote-part du groupe dans le résultat net des
l’entreprises cédées）項目は，「全部連結企業及び比例連結企業の純損益」（Résultat
net des entreprises intégrées）項目の後，「持分法による投資損益」（Quote-part dans


























連結貸借対照表において「売却手続中企業の純資産」（Actifs ou passifs nets en
cours de cession）項目として，また，収益および費用の各項目を連結損益計算
書において「売却手続中企業の純損益に対する企業集団持分」（Quote-part du
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被売却企業が従前に持分法を適用されている場合には，連結決算日において
売却手続中に存する当該企業の株式を連結貸借対照表において「売却手続中企


























































































































集団）の純損益に対する企業集団持分」（Quote-part du groupe dans le résultat net
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